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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期
第１四半期
累計期間

第41期
第１四半期
累計期間

第40期

会計期間

自平成28年
５月16日
至平成28年
８月15日

自平成29年
５月16日
至平成29年
８月15日

自平成28年
５月16日
至平成29年
５月15日

売上高 （百万円） 4,781 4,615 19,540

経常利益 （百万円） 330 223 958

四半期（当期）純利益 （百万円） 206 146 457

持分法を適用した場合の投資利

益
（百万円） － － －

資本金 （百万円） 315 315 315

発行済株式総数 （千株） 2,903 2,903 2,903

純資産額 （百万円） 5,728 6,043 5,979

総資産額 （百万円） 8,851 9,103 8,973

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 75.58 53.53 167.70

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 30.00

自己資本比率 （％） 64.7 66.4 66.6

(注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たに発生したリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

（１）業績の状況

　当第１四半期累計期間における我が国の経済は、雇用・所得環境の改善を背景として緩やかな回復基調で推移し

ましたが、海外経済の不確実性の高まりから、依然として先行き不透明な状況が続きました。

　外食業界におきましては、食材全般にわたる不足感から仕入価格の高騰傾向が止まず、労働需給の逼迫に伴う人

材確保が深刻な課題となっており、経営環境は厳しい状況が続いております。

　このような状況において、当社は、商品における「銚子丸スタンダード」の徹底と、「江戸前の立ち寿司のよう

な接客サービス」の向上に注力し、店舗力の一層の強化に努めてまいりました。

　販売促進につきましては、「鹿児島県霧島産　うなぎ地焼き」や「活あわび踊り焼き」など、『初夏の旬』を

テーマとした商品開発と、「天然桜ぶり」「天然車海老」「天然いなだ」といった『天然』にこだわった商品の提

供に加えて、「オーロラサーモンみそ漬け」など『職人がひと手間を加えた魅力的で自信のある商品』の開発に取

り組み、お客様の来店動機高揚に努めてまいりました。

　店舗開発につきましては、当第１四半期累計期間における新規出店はなく、一方で、限られた人的資源の有効活

用を図るために、四つ木店（平成29年５月）及び上福岡店（平成29年６月）を閉店した結果、当第１四半期会計期

間末の店舗数は91店舗となっております。また、既存店強化のために、当第１四半期累計期間において、席数増

加・作業性・イメージアップを重視とした改装を５店舗実施いたしました。

　しかしながら、年末年始と並ぶ最繁忙期である平成29年８月度の長期天候不順による客数減により、当第１四半

期累計期間における売上高は46億15百万円（前年同期比3.5％減）、営業利益は２億７百万円（同33.8％減）、経

常利益２億23百万円（同32.3％減）、四半期純利益は１億46百万円（同29.2％減）となりました。

（注）金額に消費税等は含まれておりません。

 

（２）財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第１四半期会計期間末における資産は、前事業年度末に比べ１億29百万円増加し、91億３百万円（前事業年度

末比1.4％増）となりました。主な要因は、次のとおりであります。

　流動資産は、前事業年度末に比べ１億37百万円増加し、63億71百万円（同2.2％増）となりました。主な内訳

は、現金及び預金の増加１億74百万円及び売掛金の減少10百万円であります。

　固定資産は、前事業年度末に比べ８百万円減少し、27億32百万円（同0.3％減）となりました。これは、主に減

価償却等による店舗設備の減少によるものです。

（負債・純資産）

　当第１四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べ65百万円増加し、30億60百万円（前事業年度

末比2.2％増）となりました。主な要因は次のとおりであります。

　流動負債は、前事業年度末に比べ69百万円増加し、26億78百万円（同2.7％増）となりました。主な内訳は、買

掛金の減少１億52百万円、短期借入金の増加２億67百万円及び未払法人税等の減少１億51百万円によるものであり

ます。

　固定負債は、前事業年度末に比べ４百万円減少し、３億81百万円（同1.1％減）となりました。主な内訳はリー

ス債務の減少２百万円であります。

　純資産は、前事業年度末に比べ64百万円増加し、60億43百万円（同1.1％増）となりました。主な内訳は、当第

１四半期累計期間の四半期純利益１億46百万円及び第40期期末配当金の支払81百万円であります。

 

EDINET提出書類

株式会社銚子丸(E03507)

四半期報告書

 3/14



（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありま

せん。

 

（４）研究開発活動

　　特に記載すべき事項はありません。

 

（５）経営方針・経営戦略等

　　当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,800,000

計 10,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年８月15日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年９月29日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,903,600 2,903,600

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)

単元株式数100株

計 2,903,600 2,903,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年5月16日～

平成29年8月15日

 

－

 

2,903,600 － 315,950 － 236,829

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社銚子丸(E03507)

四半期報告書

 5/14



（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年５月15日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成29年８月15日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　　 － － －

議決権制限株式（その他） 　　 － 　　－ －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  175,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,727,700 27,277 －

単元未満株式 普通株式      500 － －

発行済株式総数 2,903,600 － －

総株主の議決権 － 27,277 －

 

②【自己株式等】

平成29年８月15日現在
 

所有者の氏名または名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割

合（％）

株式会社銚子丸
千葉市美浜区浜田

二丁目39番地
175,400 － 175,400 6.04

計 － 175,400 － 175,400 6.04

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成29年５月16日から平成29

年８月15日まで）及び第１四半期累計期間（平成29年５月16日から平成29年８月15日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について
　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年５月15日)
当第１四半期会計期間
(平成29年８月15日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,531,479 5,705,701

売掛金 81,091 70,115

原材料及び貯蔵品 190,225 191,659

その他 430,391 403,698

流動資産合計 6,233,188 6,371,175

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 967,953 941,926

その他（純額） 378,430 413,247

有形固定資産合計 1,346,384 1,355,173

無形固定資産 21,367 19,274

投資その他の資産   

その他 1,374,041 1,358,966

貸倒引当金 △1,078 △1,078

投資その他の資産合計 1,372,962 1,357,888

固定資産合計 2,740,715 2,732,336

資産合計 8,973,903 9,103,511

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,095,801 943,108

短期借入金 60,000 327,000

資産除去債務 5,427 2,145

未払金 921,934 1,036,588

未払法人税等 258,359 106,862

賞与引当金 110,600 53,450

株主優待引当金 34,249 26,475

店舗閉鎖損失引当金 13,400 2,000

その他 109,400 181,346

流動負債合計 2,609,172 2,678,978

固定負債   

資産除去債務 206,353 204,195

その他 179,136 176,914

固定負債合計 385,489 381,110

負債合計 2,994,661 3,060,088
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年５月15日)
当第１四半期会計期間
(平成29年８月15日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 315,950 315,950

資本剰余金 236,829 236,829

利益剰余金 6,173,039 6,237,246

自己株式 △746,669 △746,669

株主資本合計 5,979,149 6,043,357

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 92 66

評価・換算差額等合計 92 66

純資産合計 5,979,242 6,043,423

負債純資産合計 8,973,903 9,103,511
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成28年５月16日
　至　平成28年８月15日)

当第１四半期累計期間
(自　平成29年５月16日
　至　平成29年８月15日)

売上高 4,781,443 4,615,459

売上原価 1,947,485 1,904,555

売上総利益 2,833,958 2,710,903

販売費及び一般管理費 2,519,850 2,503,091

営業利益 314,108 207,812

営業外収益   

受取利息 776 566

協賛金収入 12,888 12,828

その他 2,825 2,580

営業外収益合計 16,490 15,974

営業外費用   

支払利息 505 160

現金過不足 - 232

その他 - 2

営業外費用合計 505 395

経常利益 330,093 223,392

特別利益   

店舗閉鎖損失引当金戻入額 - 6,000

特別利益合計 - 6,000

特別損失   

固定資産除却損 650 -

特別損失合計 650 -

税引前四半期純利益 329,443 229,392

法人税等 123,254 83,339

四半期純利益 206,189 146,052
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間
（自 平成28年５月16日
至 平成28年８月15日）

当第１四半期累計期間
（自 平成29年５月16日
至 平成29年８月15日）

減価償却費 63,289千円 57,850千円

のれんの償却額 5,369千円 －千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成28年５月16日　至　平成28年８月15日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

一株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年８月４日

定時株主総会
普通株式 81,847 30.00 平成28年５月15日 平成28年８月５日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成29年５月16日　至　平成29年８月15日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

一株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年８月３日

定時株主総会
普通株式 81,845 30.00 平成29年５月15日 平成29年８月４日 利益剰余金

 

（持分法損益等）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、寿司事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成28年５月16日
至　平成28年８月15日）

当第１四半期累計期間
（自　平成29年５月16日
至　平成29年８月15日）

１株当たり四半期純利益金額 75円58銭 53円53銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 206,189 146,052

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 206,189 146,052

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,728 2,728

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年９月29日

株式会社銚子丸

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 稲　垣　正　人　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　録　宏　行　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社銚子丸

の平成29年５月16日から平成30年５月15日までの第41期事業年度の第１四半期会計期間（平成29年５月16日から平成29年

８月15日まで）及び第１四半期累計期間（平成29年５月16日から平成29年８月15日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社銚子丸の平成29年８月15日現在の財政状態及び同日をもって終了する

第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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